
参考様式C7（自己評価等関係）

～ ８年　１月　９日

（対象者数） 14 （回答者数） 7

～ ７年　12月　26日

（対象者数） 6 （回答者数） 6

～ ８年　１月　９日

（対象数） 11 （回答数） 11

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

今後も可能な限り複数人で訪問させていただき、各専門職か

らの視点で丁寧にお話させていただきたいと思っています。

2

3

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

研修会などに参加し、職員間でも伝達講習を行い知識を深め

ていきたいと思います。

2

3

○事業所名 　鈴鹿市第2療育センター

○保護者評価実施期間 ７年　12月　８日

○保護者評価有効回答数

７年　12月　３日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日 ８年　１月　26日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

○訪問先施設評価有効回答数

○訪問先施設評価実施期間 ７年　12月　８日

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

保育所等訪問に特化した職員ではなく、支援をさせていただ

いている職員が伺うため、職員の経験値に差があることが課

題であると認識しています。

経験を積み重ねる以外にも、研修会や勉強会に参加し、より

よい保育所等訪問になるよう努める必要があると思っていお

ります。

様々な専門職員を配置しておりますので、各専門職ならでは

の視点でお子さまと保護者様をサポートさせていただいてお

ります。

可能な限り、職種の違う職員が複数人で訪問することで、お

子さまの様子や工夫していることなどをお話しできるように

心がけています。

保育所等訪問支援事業所における自己評価総括表公表


